
晴天に、花びらが舞う

ようにちらつく雪――グ

ループ名の「かざはな」

には、そんな可憐で頼り

ない小さな雪の結晶で

も、「集まれば大きいこ

とができる」という意味

が込められている。

約170人の部員のうち、

薬学部薬学科の学生は現

在９人。看護学科や理学療法学科、作業療法

学科など、多くは保健医療学部の学生だ。

国際医療福祉大学のキャンパスは、東京ド

ーム約５個分に当たる約24万㎡もの広大なス

ペースに、様々な学習・研究施設を備えた校

舎をはじめ、国際医療福祉大学クリニック、

国際医療福祉リハビリテーションセンター、

おおたわら総合在宅ケアセンターなどの施設

が設置されている。そこが、「かざはな」の

中心的な活動拠点になる。

活動内容は多様だ。リハビリテーションセ

ンターにある身体障害者療護施設那須療護園

や那須デイセンターを中心に、①利用者がセ

ンターでの生活を楽しめるように、話し相手

となったり、敷地内を一緒に散歩する「ふれ

あい活動」②普段外出しにくい施設利用者に、

喫茶店の雰囲気を味わってもらうため、施設

内に模擬店を開く「喫茶」③利用者が前向き

にリハビリに取り組めるよう支援する「リハ

ビリサポートボランティ

ア」――など16種類の活

動プログラムがある。

また、月に１度は各プ

ログラムに参加する学生

ごとのミーティングが行

われ、活動内容を振り返

り、改善点などを話し合

っている。

薬学生部員の多くは、

「ふれあい活動」に参加し

ている。一緒に詩集を作

ったり、ゲーム会を開い

たり、散歩や話し相手に

なる楽しい時間の中で、共感や仲間の連携が

はぐくまれている。

ただ、施設利用者が抱えている身体的、精

神的な状況に共感して、よりよい生活に向け

て「何とか支援したい」と思っても、初めの

うちは打ち解けられないのが普通だ。それに、

「出会った者同士はお互い対等」であるはず

なのに、利用者を「自分たちとは違う存在だ」

と思ってしまいがち。そうした考えを持つこ

とに悩み、サークルを辞めようとした学生も

いたという。でも、心を開いて、利用者と一

緒になって抱えている状況の改善に取り組ん

だり、心をつなぎ合わせていくと、「今日は、

家族や地元の話をしてくれたんだ」というう

れしい時間もやってくる。そんな「コミュニ

ケーションとは？」について、深く考えるよ

うになったと、薬学生ボランティアの多くが

話す。また、ボランティア同士の連携も深ま

って、友人に悩みを打ち明け相談することで、

新たな自分にも出会えたと人間的な成長の場

にもなっている。

「かざはな」では毎年10月に、学園祭の

「風花祭」をリハビリセンターを利用者する

高齢者などに楽しんでもらおうと「風花満喫

ツアー」を催している。ツアー参加者の評判

も上々で、臨時ボランティアの募集を行うこ

ともしばしばだ。

臨時ボランティアに対しては、円滑な活動

ができるよう、車椅子講習会や認知症サポー

ター養成研修会、リネン交換講習会などを開

催している。車椅子講習会では、利用者と

ボランティア役に分かれ、実際に車椅子を

使いながら、扱い方を習得させている。利

用者の多くが車椅子が必要なのにもかかわ

らず、車椅子の扱い方が分からない学生は

意外に多いためだという。

今後、高齢者人口はますます拡大してい

く。その中で、患者と、より良い形でコミ

ュニケーションがとれるということは、薬

剤師としての業務活動の幅を広げるという

意味でも重要だ。その経験を将来自分が就

く職域でぜひ生かしてもらいたい。
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国際医療福祉大学には、なんと部員数170人に及ぶ大きなボランティ

アグループ「かざはな」がある。医療福祉系大学だけに、部員は看護師

や作業療法士を目指す学生が多くを占めているが、薬学生も参加してい

る。その活動は、キャンパス内に併設されたリハビリセンターを中心に、

施設利用者の話し相手から、リハビリのサポートなど、実に様々だ。活

動を通して「コミュニケーションについて深く考えるようになった」と

は薬学生部員の感想で、ボランティア活動が患者を中心とした医療の学

びの場にもなっている。
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薬学生のボランティア部員

車椅子を扱う学生たち（講習会では先輩が後輩に車椅子の使い方を実演）


